
勝
髪
経
義
疏
真
子
章

に
引
用

さ
れ
た
本
義
説

に

つ
い
て

(
渡

部
)

勝
髪
経
義
疏
真
子
章

に
引
用
さ
れ
た
本
義
説

に

つ
い
て

渡

部

孝

順

(1
)

リ

勝
量
経
義
疏
真
子
章
に

「従
二
『
爾
時
勝
髭
』
一以
下
正
体
中
之
第
三

ト

ト

ニ

ル

ニ

カ
ス

挙
二真
子

一明
二
御
乗
人
一
、乗
体
乗
境
已
寛
、
故
此
挙
二
真
子

一
章

一明
下

ケ
テ

ズ
ル
ヲ

ニ

ク

リ

ル

三
忍
菩
薩
受
二
此
乗
一而
行
上
也
。
本
義
云
従
二『
若
我
弟
子
』
一以
下
入
ニ

ニ

ニ

ヅ
ケ
テ

ス

シ

真
子
章

一
、
就
レ中
有
レ
ニ
、
第

一
如
来
但
挙
二信
順
二
忍

一故
名

為
三
略

テ

ス
ト

ヲ

ハ

サ
ニ

グ
ル
ガ

ニ

ヅ
ケ
テ

ス

ク

ス
ト

ヲ

明
二
真
子
一
。従
レ
此
下
勝
髭
備

挙
二
三
忍
一故
名

為
三
広
明

二真
子
一
。

ス
ル
ガ

テ

ヲ

ニ

メ

シ

ヲ

メ

ス

而
如
来
欲
下
以
二
此
経
一推
上
二功
於
勝
髭
一故
略
明
二信
順
二
忍
一合
為
一勝

ト

髭
真
子
章
也
O
随
レ欲
可
レ用
」
と
、
此
処
に
本
義
説
を
引
用
し
た

の

は
、
科
段
と
三
忍
菩
薩
の
問
題
か
ら
と
想
は
れ
る
。

太
子
疏
が
記
し
て
い
る
よ
う
に

『
爾
時
勝
蟹
』
よ
り
真
子
章
と
分
別

し
た
の
は
、
太
子
疏
と
敦
焼
本
の
義
記
の
み
で
あ
り
、
「
本
義

云
」
説

を
始
め
、

奈
九
三
宝
窟
引
用
の
江
南
諸
諸
説
、

そ
れ
に
宝
窟
や
慧
遠
の

義
記
等
す
べ
て
『若
我
弟
子
』
以
下
よ
り
真
子
章
と
分
別
さ
れ
て
い
る
。

太
子
疏
が

『
爾
時
勝
髪
』
よ
り
真
子
章
と
分
別
し
た
と
云
う
事
に
は

相
当
の
理
由
が
あ
る
。

真
子
章
の
注
釈
の
中
心
点
と
な

つ
て
い
る
は
の
三
忍
菩
薩
で
あ
る
。

太
子
疏

に
も
三
忍
菩
薩

の
文
字
は
見
え
て
い
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
三

忍
菩
薩

の
内
容
が
全
く
分
ら
な
い
O
太
子
疏
が
引
用
し
て
を
つ
た
本
義

説
に
依
つ
て
、
信

・
順
の
二
忍
を
知
り
得
て
も
三
忍
の
内
容
は
知
り
得

な
い
の
で
あ
る

(
2
)

太
子
疏
の
自
性
清
浄
章
の
上
か
ら
、
信

・
順

の
二
忍
は
知
り
得

て

も
、
第
三
の
菩
薩
名
は
不
明
な
の
で
あ
る
。

仏
教
辞
典
を
披
い
て
、
信

・
順
忍
と
続
く
も

の
は
、
中
村
元
仏
教
辞

典

の

「真
理
を
さ
と
る
三
種
の
智
慧
と
し
て
法
忍
、
信
忍
、
順
忍
」
と

あ
る
が
、

こ
の
三
忍
は
、

こ
の
真
子
章
に
そ
ぐ

は
な

い
も

の
で
あ

つ

た
。
望
月
博
士
仏
教
大
辞
典
に
、
仁
王
般
若
経
所
説

の
五
忍
、
即
ち
、

第

一
伏
忍
、
第
二
信
忍
、
第
三
順
忍
、
第
四
無
生
忍
、
第
五
寂
滅
忍
を

挙
げ
、

そ
の
中

の
第
二
信
忍
、
第
三
順
忍
、

第

四
無
生
忍
を
採
り
挙

げ
、

そ
れ
を
三
忍
法
と
し
て
独
立
せ
し
め
、
信
忍
を
初

・
二

・
三
地
の

菩
薩
、
順
忍
を
四

・
五

・
六
地
の
菩
薩
、
無
生
忍
を
七

・
八

・
九

・
十

地
の
菩
薩
と
見
倣
し
、

こ
れ
は
浄
影
説
な
り
と
記
さ
れ
て
を

つ
た
。
浄

影
説
と
は
勿
論
、
勝
髭
義
記
の
撰
述
者
で
あ
る
慧
遠
の
事
で
あ
る
。
慧

(3
)

遠
の
義
記
を
披

い
て
見
る
期
会
を
持
た
な
い
が
、
吉
蔵
の
宝
窟
に

「
江
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(4
)

南
有
人
云
」
と
し
て
三
忍
菩
薩
、
亦
、
同
宝
窟
に

「
江
南
諸
師
説
」
と

し
て
、
信

・
順
忍
の
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
菩
薩

の
階

位
等
、
全
く
望
月
辞
典
と
同
じ
で
あ
る
。
浄
影
説
と
江
南
師
説
と
の
相

違
は
あ
る
が
と
に
か
く
真
子
章
の
云
は
ん
と
す
る
三
忍
菩
薩
の
名
を
知

り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
奈
九
三
本
を
見
る
事
が
出
来
る
と

云
う
期
会

に
恵
ま
れ
た
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
三
忍
菩
薩
を
十
地
に
配
し
た
事
は
、
奈

九
三
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
太
子
疏
と

一
致
す
る
。

(5
)

卜
バ

ク

太
子
疏

『信
増
上
』
者
謂
登
住
之
信
、
信
申
之
上
也
。

(6
)

ト
バ

ク

奈
九
三

『信
増
上
者
』
者
謂
登
住
之
信
、
信
中
之
上
也
。

(
5
)

ト
ハ

ス

ハ

ル
ニ

ト

ル
コ
ト
ヲ

ト

太
子
疏

『
入
大
乗
道
因
』
者
明
二大
乗
道
為
レ
仏
作
一レ
因
。

(
6
)

ト
ハ

ス

ハ

ル
ニ

ト

ル
コ
ト
ヲ

ト

奈
九
三

『
入
大
乗
道
因
』
者
明
二
大
乗
道
為
レ
仏
作
桶レ
因
。

(
5
)

ク

ハ

レ

ナ
リ

ノ

ハ

レ

ノ

ナ
リ

太
子
疏
又
云
、
八
地
以
上
是
大
乗
道

信
順
二
忍
是
大
乗
因
。

(
6
)

テ
リ

ノ

ハ

奈
九
三

又
云
八
地
是
大
乗
道

信
順
二
忍
是
大
乗
道
之

因
也
。

と
比

較
さ
れ
る
。

以
上
、

太
子
疏
と
奈
九
三
の
両
疏
か
ら
教

い
ら
れ
る
事
は
、
信
忍
は

十
信
位
、

順
忍
は
三
賢
位
と
初
地
よ
り
七
地
ま
で
の
菩
薩
を
指
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
無
生
忍
は
八
地
以
上
の
菩
薩
と
解
釈
さ
れ
る

ク

ハ

レ

ナ
リ

ハ

事
で
あ
る
。
太
子
疏
と
奈
九
三
の

「
又
云
八
地
是
大
乗
道

信
順
二
忍

是
大
乗
道
之
因
也
」
な
る
注
釈
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
太
子
疏
だ
け
で
は
知
り
得
な
か
つ
た
、
真
子
章
の

三
忍
菩
薩

の
内
容
を
知
り
得
た
訳
で
あ
る
が
、
再
び
、
太
子
疏
を
読
む

と
不
思
議
な
事
が
目
に
着
く
の
で
あ
る
。

(
7
)

メ

ニ

ク

レ

真
子
章
の

『
勝
量
白
レ
仏
言
三
種
善
男
子
善
女
人
、
於
二甚
深
義
一離
ニ

ノ

ヲ

ル

ニ

ヲ
カ

ス

ト

ク

ハ

自
殿
傷

一生
二
大
功
徳

一入
二大
乗
道

一何
等

為
レ=
ご
。
謂
若
善
男
子
善
女

ス
ル
ト

ヲ

ハ

ス
ル
ト

ス
ル
ヲ

人
、
自
成
二
就

甚
深
法
智
一若
善
男
子
善
女
人
、
成
三
就

随
二順

法

ニ

ハ

シ
テ

ラ

テ

シ
 
リ

ヲ

智
一
、若
善
男
子
善
女
人
於
二
諸
深
法
輔不
二自
了
知

一仰
推
二

世
尊
脚非
ニ

ガ

ノ
ミ
ノ

ナ
リ
ト
イ
フ

ヲ

ヅ
ク

テ

シ
 
ル
ト

ニ

我
境
界

幡唯
仏

所
知

是
名
三善
男
子
善
女
人
仰
推
二

如
来

一』
な

ニ

ゆシ
テ

フ

ヲ

ニ

リ

る
経
文
に
対
し
、
太
子
疏
は

「第

一
総

唱
二三
種
人
一
、第
二
従
二
『
何

ヲ

カ

ス

ト

ハ

シ
テ

ス

ヲ

ハ

ヲ
モ
ツ
テ

ス

ト

等

為
レ
三
』
以
下
別

列
三
ご
種
人
囎三
種
人

『若
』

為
レ別
」
と
、
全
く
、

三
忍
菩
薩

の
事
に
は
触
れ
て
を
ら
な
い
と
云
う
事
実
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
太
子
疏
は
真
子
章
に
三
忍
菩
薩
の
名
を
挙
げ
、
し

か
も
引
用
し
て
を
い
た
本
義
説
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
を

つ
た
以

上
、
こ
の
経
典
の

『
三
種
善
男
善
女
人
』
を
三
忍
菩
薩
の
教
理
を
以
て

注
釈
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

(
8
)

吉
蔵
が
宝
窟
に
引
用
し
た

「
江
南
有
人
云
」
説
も
、
『離
自
殿

傷
』

を
信
忍
、
『
生
大
功
徳
』
を
順
忍
、
『
入
大
乗
道
』
を
無
生
忍
な
る
菩
薩

(
8
)

ニ

名
を
以
て
の
注
釈
で
あ
り
、
奈
九
三
も

「第
二
列
二無
生
忍
一従
二『
何
等

ニ

ス

ヲ

為
レ
三
』
已
下
是
、
第
三
列
二順
忍
一『成
就
随
順
法
智
』
此
句
是
也
、
第

ニ

ス

ヲ

四
列
二信
忍
一従
二
『
於
諸
深
法
』
一己
下
是
也
」

と
の
注
で
あ
る
。
そ
れ

を
、
太
子
疏
は
全
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。

三
忍
菩
薩

の
教
理
を
以
て
真
子
章
を
注
釈
す

る
な
ら
ば
、
太
子
疏
が

引
用
し
て
を

つ
た

「本
義
云
」
説

の
よ
う
に
、
真
子
章
を
『若
我
弟
子
』

よ
り
分
別
す
る
の
が
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
。
三
忍
菩
薩
の
中
の
信

・
順

勝
蜜
経
義
疏
真
子
章
に
引
用

さ
れ
た
本
義
説

に

つ
い
て

(
渡

部
)
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勝
壼
経
義
疏
真
子
章
に
引
用
さ
れ
た
本
義
説
に
つ
い
て

(渡

部
)

の
二
忍
菩
薩
は

『若
我
弟
子
』
以
下
の
経
文
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

太
子
疏

の
よ
う
に

『
爾
時
勝
量
』
よ
り
真

子
章

と
分
別

す
る
な
ら

ば
、
三
忍
菩
薩
の
動
機
を
創

つ
た
信
順

の
二
忍
の
菩
薩
は
真
子
章

の
将

外
に
を
か
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
忍
菩
薩
の
教
理
は
、
当
時
の
重
要
な
も
の
で
あ
つ
た
か

ら
、
そ
れ
を
全
面
的
に
否
定
す
る
事
も
出
来
な
か
つ
た
か
ら
で
も
あ
ら

う
か
、
太
子
疏
は

「随
レ
欲
可
レ用
」
と
附
け
加
は
い
た
の
で
あ
ら
う
。

太
子
疏
が
三
忍
菩
薩
の
教
理
を
全
く
省
略
し
た
と
云
う
事
は
、
三
忍

菩
薩
の
教
理
に
対
し
て
批
判
的
で
あ

つ
た
と
云
う
事
が
云
え
る

と
思

う

(10
)

ト
ハ

ト
ハ

太
子
疏
自
性
清
浄
章
に

「『
若
我
弟
子
随
信
信
増
上
者
』
・者

『
信
』
信

ナ
リ

ト

バ

ク

ナ
リ

ノ

ニ

忍
章
門
、
『
信
増
上
者
』
謂
登
住
之
信

信
中
之
上
也
。
『依
二
明
信
]已

メ

ル

ヲ

ナ
リ

随
二順
法
智
一而
得
二
究
寛
一』
者
順
忍
等
門
」
と
、
信
忍
、
順
忍
の
事
が

記
さ
れ
、

こ
の
注
釈
は
太
子
疏
の
底
本

の
も
の
で
あ

つ
た

に
相

違
な

い
。
信
忍
章
門
、
順
忍
章
門
の
二
忍
こ
そ
は
、
真
子
章
の
三
忍
菩
薩
の

基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
O

と
こ
ろ
が
、
太
子
疏
は
三
忍
菩
薩

の
基
本
を
成
し
た
と
思
は
れ
る
。

モ

イ
ラ
ク
ハ

レ

ノ
ミ
ナ
ラ
ン

ト

ハ

こ
の
二
忍
章
門
を

「
而
疑

只
是
順
忍
章
門

『
随
信
信
増
上
者
』

ダ

レ

グ
ル
ノ
ミ

ノ

ヲ

者
只
是
挙
二

順
本

一也
」
と
、
特
に
信
忍
章
門
を
立
て
る
事
に
対
し
て

疑
い
を
持

た
れ
て
を

つ
た
。
謂
う
な
れ
ば
信
忍
、
順
忍
の
二
忍
を
建
て

る
事
に
疑
問
を
持

つ
て
を

つ
た
の
で
あ
る
。
信

・
順
の
二
忍
を
建
て
る

事
に
疑

い
を
持

つ
た
と
云
う
事
は
、
信

・
順

・
無
生
の
三
忍
菩
薩
を
も

っ
て
真
子
章
を
注
釈
す
る
事
に
反
対
な
の
で
あ
る
。
太
子
疏
が

『若
我

弟
子
』
よ
り
真
子
章
と
見
徹
す
事
を
せ
ず
、

三
忍
菩
薩
の
言
葉
を
使
用

し
な
が
ら
も
三
忍
菩
薩

の
教
理
に
全
く
触
れ
ず

に
終
つ
た
と
云
う
理
由

が
明
ら
か
と
な

つ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
太
子
疏
が
三
忍
の
教
理
を
捨

て
て
ど
の
よ
う
な
教
理

を
も
つ
て
真
子
章
に
臨
ん
だ
の
で
あ
ら
う
と
云
う
問
題
が
の
こ
つ
た
O

次

の
課
題
で
あ
る
。

1
 
法
隆
寺
版
勝
髭
経
義
疏
真
子
章
七
十
丁
右

2
 

ヒ

ヒ

自
清
性
浄
章
六
十
九
丁
右

3
 
大
正
大
蔵
経
三
十
八
巻
八
十
九
頁
上

4
 

ヒ

ヒ

八
十
七
頁
中

5
 
法
隆
寺
版
勝
蜜
経
義
疏
自
性
清
浄
章
六
十
九
丁
右

6
 
聖
徳
太
子
研
究
第
五
写
古
泉
円
順
氏
敦
煙
本
勝
髪
経
義
疏
校
定
本
文
八

二
九
行

7
 
法
隆
寺
版
勝
壼
経
義
疏
真
子
章
六
十
九
丁
左

8
 
大
正
大
蔵
経
三
十
八
巻
八
十
九
頁
上

9
 
聖
徳
太
子
研
究
第
五
号
古
泉
円
順
氏
敦
焼
本
勝
髪
経
義
疏
校
定
本
文
八

四
一
行

10
 
法
隆
寺
版
勝
髭
経
義
疏
自
性
清
浄
章
六
十
九
丁
右

(寺
院
住
職
)

-172-


